
目標の立て方、
メンバーへの下ろし方
春からの新年度を迎えるにあたり、組織や自

チームの年度目標を立てている方も多いのでは

ないでしょうか。

子どものころ、「お風呂にそろそろ入らない

と……」と思っているところに親から「早くお

風呂に入りなさいよ！」と言われると「今から

入ろうと思っていたのに！」と急に気持ちが冷

めてしまった経験はありませんでしたか。自分

がやろうと思っていたことでも人から強制され

ると抵抗する気持ち（心理的リアクタンス）が

生まれます。だから目標はメンバーに押し付け

てはいけません。

経営トップであれば自分のビジョンと現実

（実際に経営するうえで必要な数値）がはっき

りしているから目標はおのずと決まってきます。

それでも大切なのは「自己一致できるか」とい

うこと。「自己一致」とは心理学で用いられる

言葉で「自分のありのままの感情を体験し、受

容していること」を言います。「苦しいことや

悔しい思いをすることもあるだろうが、それが

実現できれば心からうれしいと感じることがで

きる」と思えるような目標かどうか、というこ

とです。目標を立てるときに自分を欺かないこ

とが大切なのです。

というのは「いくら何でもこれは無理かもし

れないけど、トップとしてこれくらいの目標を

掲げておかないとメンバーに示しがつかない」と

か「どうせ達成できないのだから高めに立てとく

くらいがいいんだ」みたいな気持ちがあると、そ

の時点で「自己“不“一致」が起きていることにな

ります。人が心のバランスを崩してしまうのは

「自己不一致」を起こしたときです。目標を立て

るときはまず事業や組織に対して自分がワクワク

するような明るい夢をもつことです。「それが実

現すればありのままの自分に近づける」と思える

ことを素直に言語化することです。

しかし、すべてが予定どおりにうまくいくこと

などほぼありません。マンパワー、資金面、市場

の変化、突発的なトラブルの発生など、いろんな

ことは起きます。だからこそ「ワクワクするよう

な夢」がないとそんなときに歯を食いしばってが

んばれません。

昨年亡くなられた京セラ創業者で名誉会長、

JALの再建でもその手腕を発揮された「経営の神

さま」、稲盛和夫さんは、「楽観的に構想し、悲

観的に計画し、楽観的に実行する」との言葉を



残されています。ワクワクするような夢をも

ち、計画を立てるときは具体的にあらゆるケース

を悲観的に徹底的に考えつくし、実行するときは

「あれだけ考えつくしたのだから必ずできるは

ず」と楽観的に挑戦する、ということです。そし

てその姿をリーダーが見せることによってメン

バーの「よし、私もがんばろう！」というやる気

を引き出すことにもなります。

では、その目標はどうすればメンバーに前向き

に取り組んでもらえるでしょう。①人にはもとも

と目標を達成したいという「達成欲求」があると

言います。それと同時に②「親和欲求（人から良

く見られたい）」③「権力欲求（相手をコント

ロールしたい）」④「回避欲求（失敗や批判は避

けたい）」の欲求もあります（心理学者：マクレ

ランド）。この４つの欲求を応援するとメンバー

にとって味方になるし、邪魔をすると敵になりま

す。つまり、リーダーはメンバーの目標達成を応

援し、みんなにほめられるように仕向け、メン

バーの失敗や批判をせずに、相手をコントロール

しようとせず、むしろ言うことを聞いてあげるほ

うがメンバーにとっても「味方」と認識されます。

「やらせる」なんて思ってはいけません。目標は

みんなでワクワクしながら追いかけるものです。

ななーる訪問看護ステーションだより

2023年春、ななーるは7周年を迎えることができました。 日頃からの皆様のご支援、誠にありがとうございます。
これからもどんどん成長していけるように尽力してまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

スタートから変わらず、ななーるが目指すのは

「生きる」を「活きる」に導く看護です。
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